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はじめに

北米ーユーラシアプレ ト境界が北海道北部から

サハリンにかけての日本海東臓にあるという考えは

小椋 (1983) と中村 (1983) によって独立に録象さ

れた。近年では、日本海東縁は、北米プレートとユー

ラγアプレートからそれぞれ岨立した、アムールプ

レートとオホ】ツクプレートの境界であるとされて

いる(たたえば、瀬野、 1993 ;瀕野刻、 1998) 。プ

レート境界に沿っては東に傾〈断層面を持つスラス

トがあり(薗 1 )、その運動に伴って道北地方の海成

段丘は東に向かつて傾動していると考えられている

(拠村、 1988 ;奥村ほか、 1994 ;Okumura、 1996) 。

礼文鳥の東方および北方沖には甫北方向の断層棺

蜘群があり(肉付、 1998ab)、利尻鳥および礼文島を
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合む天塩沖の海織は地震空白績であることから、マ

グニチュード 7.5 以上の地震が起きる可能性が指摘

されている{石川、 1994). しかしながら、旭.空

白細度の抽幽にあたってはプレート境界の位置を考慮

する必要があり(石川、 1押.)、プレート境界の包

定やプレート進婚の性質は、現在の地震活蛤だけで

な〈、権威段丘薗の対比年代とその l日打銀高度か

ら復元さ礼た広蟻の第四緑地般夜勤扱 z生からも鼠お

きれな〈てはならない。量豊北地方の海成段丘薗は、

奥村(印刷、 Miura (1995a) 、 Oku 刷ra (1996) に

よって記叙され、広狼火山灰層を用いて対比されて

いるが、利尻島および礼文鳥における僻しい構成段

丘面の調査は行われていない. …t t4.II'1.
利lit. に怠いては、 s泊釘よぴ仙法志の周辺に海

威段丘雄積・が分事するという報告がある[岩君主管

店錨集歯車、 1962). しかしながら、低弁ほか (1967)

によれば利尻島には様成段丘面およびその地調物は

存在しておらず、吉田まか(J 981) 、寸噌 (1987) 、

三浦高岡 (1押'2) 、石塚 (1999) でも権威段丘に

関する記織はない.キ L:文島の海Ill:段!i ii 、漸 III

(l 961) によって、高度 l回 -120m の容深箇、回

植木盛冨
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m の弁財泊面、 30-40m の幌裕福に分けられて

いる.一方、長尾ほか(1 963) は、礼文島の織成段

丘面を高度咽~曲 m の高位面l: IO-20m の低

位薗に分類し、 Korugi (19 司}は圃 -v 面の 3 面に

分量している.これらの研究で陪、互いに大き〈異

なる海成段丘面の分布tJ f示されており、瀬川 (1974)

によってそれぞれの段丘面の対比が試みられてい

る.このように、利民烏および礼文島における海成

段丘薗の分類や分布については、ー致した見解が示

されていない。また、海成段丘面の形成年代につい

ても、従来の研究では金〈考，要されていない.

本研究では、利尻島および礼文鳥における海成段

足首の記織を行い、その形成年代を考察する.刷尻

島および礼文身に必ける海成俊丘面の分率、.度起

よぴ年代 M、日本海来線における llll'" 紀後期の»Ii

ltl 胎を s・a・する際に lUI となるデータである.

地形および地質の慢裏

刺民島の大官事分は ~J Iit火山から"成される.中央

慨には侵食が進んだ且層火山体があり、多量の側噴

火噴出物が1£められる(長尾ほか、 1963 ;/.t,*I>,1987;
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石窓、 1閉め.・噴火噴出物i草、北西ー爾東方向に

mする火口から噴幽した漕岩やスコリ γである.

石家 11師"によれば、制民火山は約四万年前に活

動を開始し、活動織~噴幽ゆ c· 噴出物の岩賓の

遭いから、噴火時期は前期中期後期に組分き礼

る.最訴の活劃時期は 7000 - 8000 年前である.北

海進北$1ま定常的に熱海が上昇する環境にはな〈、

利尻火山を形成した熱海はほぼ縛命を終えたと考え

られている.成層火山体の3底的には、傾斜が 10・以

下の火山.扇状地治官遣している(守度、 1975).. 北

舗の鎗泊周辺には、ゆ続盤の火山隊腐活からなる認さ

町層と、それを不壷合で覆う中新世から・革新世の梶

省からなる.泊層が分布し{憂慮lまか、 1963 ;.0:ド体、

1987;石媛、 19 押)、 8- 日万年前のデイサイト賀

の調書泊ドームま撃に貨かれている{石塚中川、 l押.).

網尻火山は量 .•氷凪極相倒2万年前}に少な(I:

b海娘約日曲mの高度~で成長していたk考えら

れており(三調 高問、 l押分、ホ河泊費n氷成維

概物が1111されている(樽口ほか、 199-i).

礼文.には港後s∞m以下の丘陵状の緩斜面がひ

ろがり、その斜面を甥析して樹校状の水系が発達し

ている.この緩斜面は、宗谷丘陵で典型的に見られ

る巌終氷期に形成された腐氷河性緩斜面{鈴木、

1962) と考えられる.酋海燥にそっては、激しい海

食によって比高50 - 150m の忽雄が連続するが、

北醐の謝缶、北東舗の東海削減および輔の

知床 R田辺には 1-2 匿の海成段正面が発進している.
'・・ n府

北"の船泊では、大 0・}II および大沢川の河口付近に

比高 10m 以下の完若者世の砂丘が分布している{瀬

川、 1961).. 礼文鳥の地質は下街白亙系の礼文層群

とそ礼金不差合に橿う新第三系から梅I$.~れ、それ

ぞれ火山梼周岩と砂省泥岩から練馬底される{長尾 ..
ほか、 1963).. :It西宮 Sの須古領および海..に l孟、時

代未鮮の主髭岩が分布している.

渇成段丘の Ell

g豊中写真精疲と現地調釜によって明らかになっ

た、絢尻島およ開は島におりる海底段丘薗の分 S

K、その構成層および後軍屠の曙相 11 以下の通りで

ある.

利尻島においては、倉泊や仙法志の周辺に権威段

丘地積物が分布するとされている{園 2 ;岩波書店

梅集錦、 1962).. しかしながら、盆中写真判般によ

れば、それらの地域には更新世の海成政丘薗は盟め
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られない.鴛治の周辺には基盤岩類とそれを貫〈溶

岩下ーム解からなる丘援や、火山鎗扇状地が分布す

る.また、lJl法志の周辺には火山鴛珊状地が広く発

達する。長浜(Lo，.23) における火山震調状地の権

威層は、淘汰が悪く、 ll( 平行層湿のあるゆ様~大

様サイズの豆角線~更円様であり、曙厚は 10m 以

上である。栄浜(Loc. 31) では、守屋 (1975) に

よって紀織されたような典型的な火山第商状地の議

植木働省

積物が観察される。すなわち、下位から層厚4曲 em

以上の棟層、層厚 5 - 15em のシルト暦を Uさむ

層厚 4冊 em の平行局最還が発達する粗砂層および層

厚 1曲聞の細砂層からなり、その上を層 J!J 60cm

の腐植土居と層厚 30em の泥炭層が寝っている。
〈ヲ凪

完新畿の海成段丘薗は、久速から長浜にかけての

地機と野中において包められる。その高度 i玄海銀 s

- 10m であり、現在の後浜上限とは比高 I-3m
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ア1礼文鳥の構成俊丘利尻島

が悪〈、地積構造に乏しい。上方に向かつてクラス

トサポートからマトリクスサポートへと漸移し、細

粒化する。安山岩の問機-]I;角型乗からなり、多くの

棟は風化して破砕されている。最大様径は50cmで

ある.段丘機層の被覆層は、下位から層厚 25= の

クラックが発遣する舞状のローム層、庖厚25 emの

図絵構造を持つ腐植土層および層厚 ISεm の砂費

ローム層である。下位のローム屠には 1 -5em の

角標が少量含まれ、ローム膚の最上部を覆うように

棟が集中している。Loc. 16 においては、基盤岩の

安山岩の上を層厚 1m 以下の角線層がIIっており、

の小溢を作つでいる(図3-1、図的。段丘商の構成

層は最大襖径が IO-30cm の円棟からなり、河野厚

10 間以下の腐植土層に覆われる(図3-2)0

礼文島には瀬)1\ (1961) によってE叙された呑探

函は忽められず、 2 段のE晴世の海成監丘頭が存在

する(園 5)。高位の弁財治面は北京舗の金濁ノ飾付

近のみに分布する。!日IT線高度l玄海抜53mである.

模式地である弁財y自(Loc. 15) における段丘構成層

およびその後複層は以下の通りである(図ム図 7).

段正機成層は、著し〈風化した基盤岩の安山岩を覆

う層)i: 1-3m の様層である。磯層ほ全体に湖汰
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段E様暦は見られない。

低位の幌泊薗は、東海熔の会図ノ綱から内路まで

連続的に分布する{図 5、図.)。香深周辺では断片
以ぺ

的であるが、荷縄の知床から奮郎にかけては広い分

布を示す。また、北東婚のスコトン飾付近必よぴ海

繍鳥にも広〈分布する。監丘葡はほとんど開訴され

ていな川旧汀線高度は、幌刷、ら荷量にかけては

海銀 23-25m 、香採では約 SOm 、須古頓では柑

m である a 知床から省都にかけては、旧汀線高度が

東に向かつて海銭 68m から 45m へと低くなる。段

丘構成層はー般にil\1!岩を Z買う層厚数 mの未風化の

線JII からなる。上泊から内路にいたる地域(La cs.9 、

11) や、上泊(Lo c. 13) 、線沿南東(Lo c， 14) では

層摩 2-4m の谷温め雄積物を伴う(図 6) 。

様式地である幌泊 (Lo c.17) における段丘構成層

およびその被覆層は以下の通りである。段丘構成層

は、基盤岩の玄武岩および録名岩を覆う層J$ 2.5m

の棟層と、その上伎の層厚 70cm の綿砂からなる。
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棟層は堆積構造に乏し〈、淘汰されていない。波紋

穏や安山岩の歪内~亙角線からなり、最大様径は20

om である。蝶層のiIIi底はほぼ同じ高度で側方に遠

鏡することから、基盤岩の上萄は波食台であると考

えられる.段丘積層の彼積層は、下位からJI'事 70

om の機状のローム層、層厚 50 em のクラックが発

達する舞状の赤色化したロ ム層、層厚 10 聞の団

魁格造が発達する腐植土層および層厚日 omの砂賀

腐繍土層である.須古頓(Loc.21) における段足権

成層およびその被複層は以下の通りである。段fu構

成層は、 illiR岩の砂岩を覆う層~最大田 om の棟庖

である。砂岩の上面から I-2m は風化して細砂

になっており、悪業層は堆積締造に乏しく、淘汰され

ていない。全体に砂岩の角療が多いが、玄武岩の阿

僚が少量含まれる。最大磯径は3<l om である。線層

の基底はほぼ同じ高度で側方に遠鏡することから、

基盤省の上面は滋食台でるると考えられる。段丘礁

屠の被覆層は、下位からJI厚 85 emの小礁を含む砂

賓ロ ム層、層IJ 210em の腐繍貿な層携を伴う砂

質ロ ム層、層厚 15 em の図粒帰途の発達する砂質

ローム層および層 IJ 10em の腐泊費細砂層である。

赤岩(Lo c. ll) における段丘携成層は、参悠岩の

主武岩および火山砕凋婚を覆う層見事 260cm のシル

ト層と細砂層でるる(閣の.基盤岩上面は明瞭な谷

地形を示さないが、繍粒で材化石を多量に含むこと

開g町噂 9Vailey-filldepωit oftheHorod 句"~

知r加"凶 li t;' 11 ，刷叫 nonhw 国'.m 噛"

o1theR崎、'" lsI 副

から、段正構成層は谷埋め准積物であると考えられ

る。下位から層煙 25 em の塊晴の腐植質シルト層、

勝厚日 om の材化石を多〈含む腐緬質細砂層、層厚

65 聞の腐纏質細砂趨および層摩 120cm の上方綱

雄化を示す線状の腐植質ンルト婦に細分される.上

位の腐植貿の綱砂層および γルト JI には、有飾小僧

が多量に含まれる.段丘権威層の彼覆層は、下位か

ら層厚 65 em の赤色化したローム層、膚厚 10 em

のローム膚および膚厚， om の腐槽土層ーからなる.

内路では、Lo c. 9 で層厚 2m 以上のき鬼状のシルト

層が見られ、その 200 m 甫方の Lo c. 10 では基盤

岩の上を趨厚 50cm の礁層が覆っている。したがつ
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て、I..d"よぴ 10 において観察される段正織積

物は、ゆるい谷盛をもっ谷地形とそれを漫める組組

織畿物であると解釈できる.1.0ιS では、地表から

.厚 30 聞の腐纏土居の下に層厚25 間以上のロー

ム層が毘られる.このローム層中には、パッチ状の

完治の患いスコリア賓の羽雄火山砂があり、パプル

ウオール湿の火山ガラスが少量含まれる.

知床から奮飾にかけては、i5盤岩の火山砕Y商婚の

よを層見事日-70cmの虚像堆積物が覆っているが、

段丘礁周冊は惚められない。呑潔においてはIIi裂を見

つけることができなかったため、段丘栴成層の静細

は不明である。

吏斬世段丘薗の第成年代

礼文島における製湖面は、最低位のE厳蛍の海成

段丘蘭である.東海岸では現在の湾岸鎗に沿って連

続的に広〈分布し、組湿な谷埋め地積物を伴う.こ

れらの特徴から、続泊面は釣 13 万年前の.終闘永

期の高海面期(酸素偶告主体ステーヲ，.)に形成さtI.

た商関東の下末吉面に相当する構成段丘面と考えら

れる.

内路 {ι。 c. 8) においてローム膚ゅに見られる

パァチ状の火山砂層は、その粒径から広緩火山灰と

は考えられず、利尻火山を給源とするテフラと考え

られる.この火山砂層は、単斜輝石を多量に含み、

省略方賜石、磁鉄鉱および石英を少量含む.斜方鐸石

の屈折事は、1.693 - 1.713 であり、著し〈大きな

レンジを待つ.従来報告されている利尻火山を鎗穫

とするテフラの中で、I.odの火山砂層の配線岩石

生鮮的特徴とー致するものはない(表 I ).更別グルー

プ陪か(t966)、小-# (1987) 、 Miura (I岬5ab) に

よれば、利尻盆鎗火山灰層、利尻ワンコの沢火山灰

層および刊尻アチマル火山灰層は、利尻火山の東方

に東から東北東方向の紬を待つ分布援を示す.利尻

島から北西に 10km 以上鰻れた礼文烏には、これら

のテフラが分おすることは期待できない.したがっ

て、I.od における火山砂珊は、従来報告されてい

る利尻火山をIe滋とするテフラとは異なり、利尻火

山の北西または西方に分事織を鯵っと考えられ、本

債では利尻向路火山灰層主命名する.利尻内路火山

灰層のスコリア質火山砂には、続径が 0.25 mm 以

下の細盤なバブルウさール湿の火山ガラス込唱世含

まれる.その屈折率はl.5()().1.503 であり、Lo<. 8 に

おいて幌泊薗を覆うロームIIの上慨にはさまれると

いう層序を考慮すると、この火山ガラスは主筋第一

降下テフラ(野井、 1958;8井、 1959 ;町図新弁、

1992) に対比される。支l!第}降下テフラは、 ¥J

38,000- 44，依)0前に噴出したと考えられており(柳

図、 1994 ;加藤』まか、 1押，)、利尻兜両日3 火山灰層

と利尻ワンコの沢火山灰層の闘にはさまれる

(M山凪 1円5ab)o 利尻向島火山灰層は、支諸事第ー

陽下テフラとほぼ同じで利尻ワンコの沢火山9喝の

下位にあると考えられるが、野しい緬位11不明であ

る.利尻島の甫海岸では、支第第一陣下テフラが火

山箆扇状樋地積物を覆い、その直上には野中火砕岩

k呼ばれる陽下スコリア准積物、ベースサーツ取積

物が見出されること{石塚、1円.)から、』ι8 に

おいて主街第ー働下テフラを含んでいる火山砂層

は、野中火砕岩の帰下堆積物に対比される可能性が

ある.

知床/IIに沿う線治薗を開訴する谷中には、荷成の

知床面が分布する(悶10)。知床面は山地の緩斜面

から迫観し、その縦断薗ほ知床川の現河床の縦断面

よりも急な勾配を持つ(図ll) ことから、最終水期

の低海面期に形成されたと考えられる.

観論面を宜l!第ー降下テフラを含む利尻内il火山

灰層がS買うことと、知床面の後断面影が現在の河床

徒隊薗形よりも急な勾配を持つことは、.健治葡治噛

日万年前の-.闘永畑の‘海薗期(M.剛健体ス

テージ，.)に形成されたどいう考えを支縛するもの

である.香探弁/II、大備/II、大開)11にそって包めら

れる沖猿面は、Z児精床とほぼ同じ高度を持ち、周闘

の周水荷色鰻斜面には違きをしないことから、先漸世

に形成されたものであろう.
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利尻島において更新世の海成段丘薗が存在しない

のU、利尻火山がおよそ 20 万年前から 7民均年前に

かけて多量の務省や火山砕屑物を噴鎖した(石塚、

1999) ため、その付加された象みによって後期更新

t位以祷利尻島金持 Z治省アイソスタティックに沈降して

いるためであると考えられる。また、発新 t止の海成

段丘面は、現在の後浜上限との比高が小さく分布が

極めて狭いことから、発新世のー略的な相対的高海

面期に形成された可能性が高い。

更新世段丘萄の高度から推定される地縁変動

礼文鳥における幌泊面の IB 汀線高度は、北西舗の

スコトン岬と甫鰐の知床周辺や香深で高く、金図ノ

師から内路にいたる東海岸地織では低い(図的。ま

た、知床から奮都にかけては旧灯銀高度が海抜柑

m から 45m へと東に向かつて低〈なる。このとと

から、礼文島は第四紀後期以降に全体として東北東

から策に向かつてゆるく傾動していると考えられ

る。幌泊費 Eは約 13 万年前(酸素向位体ステージ 5，)

に形成されたと考えられることから、最終陪氷期以

降の平均隆起速度は、北西端のスコトン仰では 0.38

ミリメートル/年、南倒の知床周辺では 0.3 5-0.52

ミリメートル/年、金図ノ郷から向路にいたる東海

岸地滋では約 0.18 ミリメ}トル/年となる。また、

規泊箇の最終間氷期以降の平均傾動速度は、礼文島

中部から北都では 2.0- 3.9X 10→パーミル/年、

前舗の知床付近では 2.1 X 10→パーミル/年とな

る。滋川 (1961) は、幌泊麗の高度は金図ノ御より

も内路で低〈、礼士島低金体として南東に傾動して

いると考えている.しかしながら、腕泊面の回汀線

高度は金図ノ御から内路に至る東海岸泌域でほぼ同

じであり、礼文鳥は金体主して東北東から東に傾動

していると考えるほうが適当である@

更新世の海成段丘面の高度と分布から、夫列島

燦毘島は第四紀後期に全体として南東に傾動してい

ると考えられでおり(察、 19曲，榔平!日、 1998) 、

奈谷"の腐Eも東に傾動していると推定されている

(奥村、四時，奥村ほか、 1994; Okumu臥 1円6).

これらの東への領動運動は、アムールプレートとオ

ホーツクプレ トの境界にある東に傾〈断層面を持

つスラストの進動によると考えられている(実村、

1988)。礼文島が金体たして東北東から東へ傾鋤し

ていることは、道北地域における第掴紀後畑の東へ

の傾動運動と限利するものである。

まとめと今後の標題

利尻島および礼文島における海成段丘面の分布

年代とその変形については、以下のようにまとめら

れる.利尻島には更新世の海成段丘面は分布しな

い。干し士島には 2設の更紙管の海成段丘簡が!lめら

れ、低位の幌泊簡は分河町が広〈連続し谷埋め堆積物

を伴う。観泊薗を覆うローム層の上部iこは、支勿第

一降下テフラを含むパッチ状の利尻向路火山恒層が

はさまれる。また、知床における幌泊蘭を関析する

谷中には、知時川の現符E艇の縦断酒よりも急な勾配

を持つ湾成段丘薗(知床面)カ電分布する。これらの

事実から、幌泊面は約 13 万年前の最終聞氷期の高

海函賜(般索伺位体ステージ 5') に形成されたもの

と考えられる。続泊面の旧町線高度は、礼文島北西

婚で海抜柑 m、南部では 45 - 68rn であるが、北

京舗の東海岸にそっては 23-25m である。した

がって、礼文島における最終限氷期以降の平均隆起

速度は 0.2 - 0.5 ミリメ}トル/年となり、礼文腐

は第四紀後異掘に全体としで東北東から東に傾勤して

いると考えられる。

今後の縁組として、幌泊函を覆うローム層から屈

斜路羽幌火山灰層などの広綾火山灰層を見出すこ

と、段丘堆積物やそれを覆うローム層(レス)のル

ミネッセンス年代欄定によって、礼文鳥の海成段丘

面の絶対年代を決定することがあげられる。利尻内

路火山灰層を利民島における火砕岩類と対比し、利

尻火山を給源とするテフラ群における層位を明らか

にしなくてはならない.また、礼文鳥の海成段丘萄

と宗谷サロペッ天温オホーツク海沿岸地織の
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海成段丘面を対比する必要がある。

2射静

本研究は、利尻町立博物館による平成 II 年度利

尻島調査研究事業の研究助成脱皮のー環として行わ

れたものである。学益員~佐藤雅彦氏には、利尻島

における野外調査の僚にお世鑑になりました。礼文

町の宮本線ー郎氏には、Lo c.8 における火山灰層を

探取していただきました.探〈感謝いたします。
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